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令和４年度　年間指導計画書（研究協力員試案）
学校名 課程 校長名 教頭名 担当者名

使用する教科書

ビジネス基礎 　 3 ２～４ 商業科 １年●組 必修 実教出版株式会社

科目名 単位数 標準単位数 対象学科・コース・類型・系列 対象学年・組 必修・選択

特記事項 ※標準単位数を下回る場合の理由等を記載する

科目目標

　商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ビジネスを通じ，地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人
として必要な基礎的な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）ビジネスについて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。【知識及び技術】
（２）ビジネスに関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。【思考力・判断力・表現力】
（３）ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら学び，ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。【学びに向かう力、人間性等】

評価の観点

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

　ビジネスについて実務に即して体系的・系統
的に理解するとともに，関連する技術を身に付
けている。

　ビジネスに関する課題を発見し，ビジネスに携わる者
として科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を身
に付けている。

　ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら学び，
ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を
身に付けている。

年間指導計画表

月
予定
時数

実施
時数

指導項目 指導内容（教科書）
評価の観点 評価規準・評価方法

振り返り

※年度末のＰＤＣＡサ
イクルのための点検記

入欄

　ア　商業を学ぶ重要性と学び
方

・商業を学ぶ重要性と学び方、ビジネスの役割などにつ
いて指導する。また、働くことの社会的意義や役割、職
業人に求められる倫理観、経済社会で求められる人材に
ついて指導する。
(教科書P8～19)

・ビジネスの世界を通して、商業
の学習について理解している
・ビジネスで必要な心構え(職業人
としての倫理観や経済社会で求め
られる人材)について理解している

・商業科目とビジネスシーンを関
連付けることができる
・社会貢献などの課題について持
続的な発展と関連していることを
見出している

・ビジネスと商業の学びの事項に
ついて自ら学び、主体的かつ協働
的に取り組んでいる

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度
（１）商業の学習とビジネス ・商業を学ぶ重要性と学び方、ビ

ジネスの役割などについて理解し
ている。

・商業を学ぶこと及びビジネスの
意義と課題について、地域産業を
はじめ経済社会の健全で持続的な
発展と関連について見いだしてい
る。

・ビジネスの基礎的な事項につい
て自ら学び、ビジネスに主体的か
つ協働的に取り組んでいる。

ルーブリック（総括的評価）
ワークシート（形成的評価）
行動観察（形成的評価）
振り返りシート（形成的評価）

レポート・ワークシート
（総括的評価）
グループ発表（総括的評価）

ペーパーテスト（総括的評価）
ワークシート（形成的評価）

〇 〇

　ウ　ビジネスの動向課題 ・生産、流通、金融などに関わるビジネスの動向や課題
について、具体的な事例と関連付けて指導する。
(教科書P26～28)

・社会や産業全体の課題とその解
決に商業が果たしている役割につ
いて理解している

・地域産業のビジネスの課題につ
いて、持続的な発展と関連につい
て見出している

・社会や産業全体の課題に対して
自ら学び、社会や産業全体の課題
とその解決に主体的かつ協働的に
取り組んいる

　イ　ビジネスの役割 ・ビジネスの役割について、企業の社会的責任や環境、
エネルギー、食料など社会的な課題への対応の現状につ
いて、具体的な事例と関連付けて指導する。
(教科書P20～25、P29~34)

・地域の企業に対して、SDGｓを
提案する課題を通して、経済社会
の健全で持続的な発展と関連して
いることを見出している

・企業の社会的責任について自ら
学び、主体的かつ協働的に取り組
んでいる

ペーパーテスト（総括的評価）
実技テスト（総括的評価）
ワークシート（形成的評価）

ワークシート（形成的評価）
グループ発表（総括的評価）
ルーブリック（総括的評価）

ワークシート（形成的評価）
振り返りシート（形成的評価）
行動観察（形成的評価）

（２）ビジネスに対する心構え ビジネスに対する心構えについて
実務に即して理解しているととも
に、関連する技術を身に付けてい
る。

ビジネスの場面を分析し、科学的
な根拠に基づいて、ビジネスにお
いて他者に対応するとともに、情
報を入手して、活用し、評価・改
善しようとしている。

ビジネスに対する心構えについて
自ら学び、ビジネスに主体的かつ
協働的に取り組もうとしている。

　イ　コミュニケーションの基
礎

・コミュニケーションの基礎について、ビジネスの意義
及びビジネスの場面に応じた言葉遣い、話の聞き方、伝
え方など基礎的コミュニケーションの方法について指導
する。
（教科書ｐ36～37　41～42）

・コミュニケーションの意義につ
いて理解している
・話し方や聞き方の要点などの技
術を身に付けている

・ビジネスの場面におけるコミュ
ニケーションを分析し、科学的根
拠を用いてコミュニケーションに
おいて他者に対応ができている

・ビジネス場面におけるコミュニ
ケーションについて自ら学び、主
体的かつ協働的に取り組もうとし
ている

　ア　信頼関係の構築 ・ビジネスを主体的・合理的に行う上で、望ましい信頼
関係を構築することの意義や職業人に求められる意識に
ついて指導する。
・基本的なビジネスマナー及びホスピタリティについて
学ぶ。また、ビジネスマナーにおいては、ロールプレイ
ングを通して技術を指導する。
（教科書ｐ38～40　43～51）

・ビジネスに対する信頼関係を構
築することの意義について理解し
ている
・基本的なビジネスマナーについ
て技術を身に付けている

・挨拶とお辞儀、来客応対、名刺
交換など実務に即した場面におい
て他者への対応ができている

・ビジネスマナーについて自ら学
び、ビジネスマナーに主体的かつ
協働的に取り組もうとしている

（３）経済と流通 経済と流通について経済社会にお
ける事例と関連付けて理解してい
る。

経済と流通に関する課題を発見
し、科学的な根拠に基づいて課題
への対応策を考案している。

経済と流通について自ら学び、経
済の基本概念を踏まえて、流通と
流通を支える活動に主体的かつ協
働的に取り組もうとしている。

　ウ　情報の入手と活用 ・情報の信頼性を見極めることの重要及び情報を活用す
る際に知的財産権を侵害しないようにすることについて
具体的な事例と関連付けて指導する。また、企業活動に
おいて円滑にコミュニケーションを図るうえでの情報の
重要性、必要な情報の所在及び調査を通して情報を入手
することの重要性について指導する。
（教科書ｐ52～56）

・情報の重要性と信頼性について
理解している
・情報の入手方法を理解している

・情報の信頼性や権利について企
業がどう行動するか科学的根拠を
用いて説明できる
・ビジネスの内容と関連付けて情
報の入手し、評価・改善ができる

・情報の取り扱いについて自ら学
び、主艇的かつ協働的に取り組も
うとしている

ペーパーテスト（総括的評価）
ワークシート（形成的評価）

レポート（形成的評価）
グループ発表（総括的評価）
ルーブリック（総括的評価）

行動観察（形成的評価）
振り返りシート（形成的評価）
相互評価（総括的評価）
夏季休業中の課題レポート
（形成的評価）

〇
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時数

指導項目 指導内容（教科書）
評価の観点 評価規準・評価方法

振り返り
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　ア　経済の基本概念 ・経済の基本概念について、土地・資本・労働力の概要
と希少性、経済主体の役割、生産、流通、消費などの経
済活動の循環、トレード・オフ、機会費用及び市場にお
ける価格の決定と変動の仕組みについて指導する。
(教科書P58～64)

・経済の概要（仕組みや生産要
素、希少性、合理的な選択、価格
の決定）、について事例と関連付
けて理解している

・２つの商品のうちどの商品を販
売するかを科学的な根拠に基づい
て合理的な選択ができる

・経済の基本的概念の合理的な選
択について自ら学び、主体的かつ
協働的に取り組もうとしている

　イ　流通の役割 ・流通の役割について、生活水準の向上や生産の高度化
などによる卸売業と小売業の分類と機能及び小売業の業
態の変化について指導する。
(教科書P78～84)

・ビジネスの種類の分類について
理解している
・ものを生産するビジネスについ
て事例と関連付け理解している

・新製品開発（ビジネスアイディ
ア）を通して、科学的な根拠に基
づいて新製品を考案している

・新製品開発について自ら学び、
経済の基本概念を踏まえて、新製
品開発に主体的かつ協働的に取り
組もうとしている

　イ　流通の役割 ・流通の役割について、生活水準の向上や生産の高度化
などによる生産と消費の隔たりの拡大と関連付けて指導
する。
(教科書P65～76)

・経済活動における流通の役割に
ついて理解している

・インターネットにおける流通の
変化に関する課題を発見し、科学
的な根拠に基づいて課題への対応
策を考案している

・経済社会におけるインターネッ
ト流通の変化について自ら学び、
経済の基本概念を踏まえ、流通に
主体的かつ協働的に取り組もうと
している

　イ　流通の役割 ・流通の役割について、生活水準の向上や生産の高度化
などによる卸売業と小売業の分類と機能及び小売業の業
態の変化について指導する。
(教科書P96～98)

・卸売業と小売業の分類と機能及
び小売業の業態の変化について事
例と関連付けて理解している

・小売業が卸売業の役割を担うま
たは、情報化の進展に伴い消費者
が直接産地から購入するなど卸売
商の課題について科学的根拠を用
いて対応策を考案している

・卸売業の課題に関して自ら学
び、経済の基本的概念を踏まえ
て、卸売業の課題に主体的かつ協
働的に取り組もうとしている

　イ　流通の役割 ・流通の役割について、生活水準の向上や生産の高度化
などによる卸売業と小売業の分類と機能及び小売業の業
態の変化について指導する。
(教科書P85～95)

・卸売業と小売業の分類と機能及
び小売業の業態の変化について事
例と関連付けて理解している

・小売業の課題(実店舗は必要かな
ど)を発見し、科学的な根拠に基づ
いて新業態の開発を考案している

・新業態の開発について自ら学
び、経済の基本的概念を踏まえ
て、新業態の開発に主体的かつ協
働的に取り組もうとしている

（４）取引とビジネス計算 取引とビジネス計算について実務
に即して理解するとともに、関連
する技術を身に付けいる。

取引に関する課題を発見し、科学
的な根拠に基づいて課題への対応
策を考案している。

取引とビジネス計算について自ら
学び、適切な契約の締結と履行に
主体的かつ協働的に取り組もうと
している。

　ウ　流通を支える活動 ・物流活動、金融及び保険の働きや仕組みについて学
ぶ。また、合理的な情報管理や円滑サービスの提供を可
能にしている情報システムの概要について、具体的な事
例を用いて指導する。
(教科書P99～112)

・物流活動、金融及び保険の働き
や仕組みについて、具体的な事例
と関連付けて理解している

・物流活動に関する課題を八軽
視、科学的な根拠に基づいて課題
への対応策を考案している

・流通を支える活動に関して自ら
学び、経済の基本的な概念を踏ま
えて、流通を支える活動に主体的
かつ協働的に取り組もうとしてい
る

　ア　売買取引と代金決済 ・売買契約を締結する際に取り決めておく必要がある条
件、売買契約の締結と履行の流れ及び代金決済の手段と
その仕組みについて指導する。また、情報技術の活用す
るなどした新たな代金決済の手段とその仕組みについて
指導する。
(教科書P142～158)

・取引ついて実務に即して理解し
ている
・代金決済の種類や方法について
実務に即して理解している

・契約条件と違った場合、企業
（売り手・買い手）の対応策につ
いて考案している

・取引について自ら学び、適切な
契約の締結と履行に主体的かつ協
働的に取り組もうとしている

ペーパーテスト総括的評価）
ワークシート（形成的評価）

小テスト（形成的評価）
ワークシート（総括的評価）
ポートフォリオ

ワークシート（形成的評価）
振り返りシート（形成的評価）

（５）企業活動 企業活動について経済社会におけ
る事例と関連付けて理解してい
る。

企業活動に関する課題を発見し、
科学的な根拠に基づいて課題への
対応策を考察できる力を身に付け
ている。

企業活動について自ら学び、企業
活動に関する事例などを踏まえ、
企業活動に主体的かつ協働的に取
り組む態度を身に付けている。

　イ　ビジネス計算の方法 ・商品に関する代価の計算。割引きと割増の計算、売買
に必要な度量衡、利益率の計算、仕入原価と売価の計
算、福利と単利の計算、積立金の計算、外国貨幣の計算
と換算、株式の評価、債権の利回り、手形割引及び製品
単価の計算について指導する。また、記数法、概数、概
算及び端数処理について指導する。さらに、そろばんの
歴史について日本における伝統と文化の視点を指導す
る。
(教科書P160～185)
(教科書裏表紙P4～P4)

・ビジネス計算について実務に即
した技術を身に付けている

・ビジネス計算について自ら学
び、主体的かつ協働的に取り組も
うとしている

　ア　企業の形態と組織 ・企業の形態と経営組織の種類と特徴、企業における意
思決定の流れ、日程管理及び仕事の進め方について指導
する。
(教科書P114～123)

・企業の形態と経営組織の種類と
特徴について事例と関連付けて理
解している
・企業における意思決定の流れ、
日程管理及び仕事の進め方につい
て理解している

・企業理念に関する課題を発見
し、科学的根拠に基づいて課題へ
の対応策を考案できる力を身に付
けている

ペーパーテスト（総括的評価）
ワークシート（形成的評価）

ワークシート（総括的評価）
ルーブリック（形成的評価）
グループ発表（形成的評価）

ワークシート（形成的評価）
行動観察（形成的評価）
振り返りシート（形成的評価）
ポートフォリオ

　ウ　資金調達 ・株式の発行や金融機関からの借り入れなど資金調達の
方法とその特徴及び資金調達に伴う責任について指導す
る。
(教科書P126～129)

・資金調達について企業の事例と
関連付けて理解している

・企業活動において資金調達に関
する課題を発見し、科学的な根拠
に基づいて課題への対応策を考察
できる力を身に付けている

・企業の資金について自ら学び、
企業活動に関する事例などを踏ま
え、企業活動に主体的かつ協働的
に取り組む態度を身に付けている

　イ　マーケティングの重要性
と流れ

・ビジネスにおけるマーケティングの重要性と基本的な
流れについて具体的な事例と関連付けて指導する。
(教科書P124～125)

・マーケティングの重要性と基本
的な流れについて理解させる

・マーケティングに関する課題を
科学的な根拠に基づいて課題への
対応策を考察できる力を身に付け
ている

　オ　企業活動に対する税 ・企業活動に対する税の種類と概要及び申告との納付の
概要について指導する。
(教科書P132～133)

・企業活動に対する税の種類と概
要及び申告と納付の概要について
事例と関連付けて理解している

・企業活動において税に関する課
題を発見し、科学的な根拠に基づ
いて課題への対応策を考察できる
力を身に付けている

・企業活動における税について自
ら学び、税に関する事例を踏ま
え、主体的かつ協働的に取り組む
態度を身に付いけている

　エ　財務諸表の役割 ・　企業の内外の関係者が意思決定する上での財務諸表
の役割について指導する。また、適正な財務諸表を作成
し、適切な会計情報を提供することの重要性及びそのた
めの監査の役割について指導する。
(教科書P130～131)

・適正な財務諸表を作成し、適切
な会計情報を提供することの重要
性及びそのための監査の役割につ
いて事例と関連付けて理解してい
る

・財務諸表の役割に関する課題を
発見（財務諸表の公表で買収の危
険性について）し、科学的根拠に
基づいて課題への対応策を考案で
きる力を身に付けている

・財務諸表について自ら学び、財
務諸表に関する事例などを踏まえ
て、企業活動に主体的にかつ協働
的に取り組む態度を身に付けてい
る。

　カ　雇用 ・日本における雇用形態の特徴と多様化について指導す
る。また、雇用の安定、労働時間の管理、福利厚生など
雇用に伴う企業の責任について指導する。雇用形態と年
齢別賃金や雇用年齢（労働者年齢）推移など具体的事例
を用いて雇用について分析し、考察する学習活動をとお
して指導する。
(教科書P134～140)

・日本における雇用形態及び福利
厚生など雇用に伴う企業の責任に
ついて事例と関連付けて理解して
いる

・雇用形態と年齢別賃金や雇用年
齢（労働者年齢）推移など具体的
事例を用いて雇用について分析
し、考察できる力を身に付けてい
る

・雇用について自ら学び、雇用に
関する事例などを踏まえ、主体的
かつ協働的に取り組む態度を身に
付けている。



知 思 態
月

予定
時数

実施
時数

指導項目 指導内容（教科書）
評価の観点 評価規準・評価方法

振り返り
知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

1～
３

17 〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇

20 20 20

計 105

（６）身近な地域のビジネス 身近な地域のビジネスについて理
解している。

身近な地域のビジネスに関する課
題を発見し、それを踏まえて、科
学的な根拠に基づいて、ビジネス
の振興策を考案して実施し、評
価・改善している。

身近な地域のビジネスについて自
ら学び、ビジネスの振興による地
域の発展に主体的かつ協働的に取
り組もうとしている。

　イ　身近な地域のビジネスの
動向

・国内の身近な地域のビジネスの動向について、地域の
特色を生かしたビジネスの振興策を考案し、発表する学
習活動を通して指導する。
(教科書P192～199)

・身近な地域の観光ビジネスの課
題を発見し、科学的な根拠に基づ
いてビジネスの振興策を考案し、
評価・改善している

・身近かな地域の観光ビジネスに
ついて自ら学び、ビジネスの振興
による地域の発展に主体的かつ協
同的に取り組もうとしている

　ア　身近な地域の課題 ・ビジネスに関する国内の身近な地域の抱える課題につ
いて学ぶ。その課題が地域の発展に及ぼす影響と関連付
けて分析し、考察する学習をとおして指導する。
(教科書P188～191)

・身近な地域のビジネスについて
理解している

・身近な地域のビジネスについて
自ら学び、ビジネスの振興による
地域の発展に主体的かつ協働的に
取り組もうとしている

ワークシート（総括的評価） 作品評価（総括的評価）
グループ発表（総括的評価）
相互評価（形成的評価）

ポートフォリオ
ルーブリック（形成的評価）
行動観察（形成的評価）
振り返りシート（形成的評価）
冬季休業中の課題
（形成的評価）
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